
霜
仁
会
員
の
皆
様
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
福
本
前
会
長
か
ら
会
長

を
引
き
継
い
で
初
め
て
の
新
春

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
様
々
な
困
難
な
状
況
の

中
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
CO
V
ID
-19

に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
き

て
か
ら
す
で
に
３
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
世
の
中
は

ま
だ
ま
だ
落
ち
着
き
を
取
り
戻

す
こ
と
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

昨
年
は
２
期
８
年
務
め
ら
れ

た
岡
正
朗
山
口
大
学
学
長
に
代

わ
り
谷
澤
幸
生
学
長
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
谷
澤
先
生
は
第
三

内
科
を
率
い
て
日
本
糖
尿
病
学

会
な
ど
を
主
宰
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
後
も
斬
新
な
ア
イ
デ
ア

で
全
学
部
・
大
学
院
を
牽
引
し

て
い
か
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
ま
さ
に
﹁
激
動
の
１
年
﹂

で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
﹁
激

動
の
１
年
﹂
と
い
う
言
葉
は
今

ま
で
数
々
の
歴
史
の
転
換
点
で

使
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
２
０

２
２
年
は
そ
の
中
で
も
特
筆
さ

れ
る
１
年
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

の
闘
い
が
一
進
一
退
の
状
況
の

中
、
２
月
に
は
現
在
に
至
る
ま

で
続
い
て
い
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
が
始
ま
り
ま
し

た
。
一
時
は
キ
ュ
ー
バ
危
機
以

来
の
第
三
次
世
界
大
戦
の
危
機

の
淵
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の
で

は
と
危
惧
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
流
さ
れ
る
悲

惨
な
映
像
や
、
無
人
機
に
よ
る

攻
撃
が
戦
争
の
新
た
な
主
要
兵

器
と
な
る
時
代
だ
と
い
う
こ
と

も
一
般
市
民
に
知
れ
渡
り
ま
し

た
。
同
時
代
に
生
き
る
人
間
と

し
て
の
想
像
力
、
連
帯
の
意
識

が
私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
温
暖
化
が
原
因
と

さ
れ
る
異
常
気
象
も
全
て
の
大

陸
に
ま
た
が
っ
て
多
数
の
犠
牲

者
を
生
む
大
災
害
を
引
き
起
こ

し
て
い
ま
す
。

転
じ
て
国
内
に
目
を
向
け
る

と
、
７
月
８
日
に
安
倍
晋
三
元

首
相
が
参
院
選
挙
戦
の
最
中
、

個
人
的
テ
ロ
に
よ
る
銃
弾
で
倒

れ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
事
件
が

発
生
し
て
日
本
中
を
驚
愕
さ

せ
、
犯
行
の
背
景
か
ら
浮
か
び

上
が
っ
た
旧
統
一
教
会
問
題
は

政
治
問
題
に
ま
で
波
及
し
て
政

局
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
働
き
方
改
革
が
浸
透

し
、
遅
れ
て
い
た
医
療
界
に
も

具
体
的
な
対
策
の
確
立
が
２
０

２
４
年
３
月
末
ま
で
に
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
団
塊
の
世

代
が
70
才
を
超
え
、
若
い
優
れ

た
医
師
の
養
成
も
急
務
で
す
。

私
達
医
療
人
も
、
今
何
を
な
す

べ
き
か
自
問
す
る
だ
け
で
な
く

行
動
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
で
す
。
幸
い
な
こ
と
に
科

学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
現
代
の

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
一
昔

前
の
高
価
な
Ｐ
Ｃ
の
性
能
を
は

る
か
に
凌
駕
し
て
お
り
、
そ
れ

を
自
在
に
操
れ
る
若
い
世
代
の

人
た
ち
を
中
心
に
情
報
処
理
を

は
じ
め
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
進
歩
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、

医
療
知
識
・
技
術
の
学
び
の
速

度
は
一
昔
前
か
ら
飛
躍
的
に
上

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
利
点
を

生
か
し
て
い
け
ば
厳
し
い
条
件

の
中
で
も
高
齢
化
社
会
に
応
じ

た
医
療
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

は
可
能
で
し
ょ
う
。
霜
仁
会
に

お
い
て
も
長
ら
く
開
催
が
見
送

ら
れ
て
い
た
支
部
会
が
現
地
会

員
の
尽
力
で
昨
年
は
２
支
部
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
人
数
は
減
り

ま
し
た
が
対
面
で
の
母
校
の
記

憶
で
結
ば
れ
た
先
輩
後
輩
と
の

交
流
は
出
席
者
全
員
に
力
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
は
医

学
会
総
会
に
併
せ
て
開
催
さ
れ

る
霜
仁
会
懇
親
総
会
も
４
月
22

日
関
東
支
部
会
の
お
世
話
で
東

京
・
後
楽
園
飯
店
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。
お
時
間
の
あ
る

方
は
是
非
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
理

事
及
び
事
務
局
一
同
力
を
合
わ

せ
、
今
年
も
霜
仁
会
と
母
校
の

発
展
の
た
め
に
尽
力
す
る
所
存

で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支

援
の
ほ
ど
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶
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﹁
第
31
回
日
本
医
学
会
総
会
２

０
２
３
東
京
﹂
の
開
催
に
併
せ

﹁
第
11
回
霜
仁
会
懇
親
総
会
﹂
を

左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
。
沢
山
の
会
員
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

記

開
催
日
時

令
和
５
年
４
月
22
日
︵
土
︶

18
時
よ
り

場
 
所

﹁
後
楽
園
飯
店
﹂

東
京
都
文
京
区

後
楽
１
丁
目
３
 ︱
61

︵
後
楽
園
ホ
ー
ル
ビ
ル
２
Ｆ
︶

電
 
話

０
３
︱

５
８
０
５
 ︱
２
２
３
７

会
 
費

会
　
員
　
１
万
５
千
円

同
伴
者
　
１
万
５
千
円

研
修
医
　
１
万
円

学
　
生
　
無
料

主
 
催

霜
仁
会
関
東
支
部

後
 
援

霜
仁
会
本
部

連
絡
先

関
東
支
部
長
　
小
川
　
健
治

︵
昭
47
年
卒
︶

東
京
都
荒
川
区
南
千
住

６
丁
目
37
番
９
︱

２
２
０
１

電
 
話

０
３
 ︱
３
８
９
１
 ︱
０
１
２
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
８
０
 ︱
２
３
 ︱
６
１
０
０

霜
仁
会
事
務
局

電
 
話

０
８
３
６
 ︱
２
２
 ︱
２
０
２
９

申
込
方
法

同
封
の
﹁
申
込
用
紙
﹂
に
ご
記

入
の
上
、
２
月
20
日
︵
月
︶
ま
で

に
小
川
健
治
　
関
東
支
部
長
宛
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

第
11
回

霜
仁
会
懇
親
総
会
の

ご
案
内
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令
和
４
年
９
月
16
日
︵
金
︶

19
時
よ
り
医
学
交
流
会
館
３
階

会
議
室
に
お
い
て
、
22
名
の
出

席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

︻
報
告
事
項
︼

１
．８
月
21
日
︵
日
︶

青
藍
会
グ
ル
ー
プ
１
０
０
周

年
記
念
式
典
・
イ
ベ
ン
ト

︵
福
田
︶

２
．市
民
講
座
﹁
骨
と
関
節
の

日
﹂
の
中
止
に
つ
い
て

︵
小
野
︶

３
．国
際
奨
学
金
返
還
免
除
申

請
に
つ
い
て

︵
藤
岡
︶

︻
審
議
事
項
︼

１
．第
11
回
霜
仁
会
懇
親
総
会

の
開
催
に
つ
い
て
、
令
和
５

年
４
月
22
日
︵
土
︶
に
開
催

す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

︵
福
田
︶

２
．デ
ジ
タ
ル
Ｗ
Ｇ
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
具
体
的
な
内
容
を

検
討
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。

︵
藤
村
︶

令
和
４
年
10
月
21
日
︵
金
︶

19
時
よ
り
医
学
交
流
会
館
３
階

会
議
室
に
お
い
て
、
25
名
の
出

席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

︻
報
告
事
項
︼

１
．小
野
田
支
部
と
厚
狭
支
部

の
合
併
に
つ
い
て
︵
藤
村
︶

２
．10
月
１
日
︵
土
︶
四
国
支

部
会︵

福
田
・
矢
賀
・
田
口
︶

３
．第
１
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

Y
U
M
Eフ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

︵
事
務
局
︶

４
．そ
の
他

●
  

臨
床
神
経
学
講
座
教
授

に
、
中
森
雅
之
先
生
︵
大
阪

大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

神
経
内
科
学
講
座
特
任
准
教

授
︶
が
選
出
さ
れ
た
。

●
  

西
原
建
二
先
生
︵
Ｓ
44
年

卒
︶
の
ご
遺
族
様
か
ら
寄
付

が
あ
っ
た
。

●
  令
和
５
年
４
月
22
日
 ︵
土
︶

17
時
 
第
11
回
霜
仁
会
懇
親

総
会

︵
藤
村
︶

︻
審
議
事
項
︼

１
．霜
仁
会
及
び
霜
仁
会
検
査

セ
ン
タ
ー
の
中
間
決
算
報
告

が
行
わ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

︵
白
澤
︶

２
．デ
ジ
タ
ル
Ｗ
Ｇ
の
立
ち
上

げ
に
つ
い
て
、
了
承
さ
れ
具

体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
了

承
さ
れ
た
。

︵
藤
村
︶

３
．２
号
会
員
の
入
会
申
し
込

み
に
つ
い
て
、 了
承
さ
れ
た
。

︵
白
澤
︶

令
和
４
年
11
月
18
日
︵
金
︶

19
時
よ
り
医
学
交
流
会
館
３
階

会
議
室
に
お
い
て
、
20
名
の
出

席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

︻
報
告
事
項
︼

１
．10
月
24
日
︵
月
︶

編
集
委
員
会

︵
奥
屋
︶

２
．10
月
28
日
︵
金
︶

医
学
部
解
剖
献
体
者
慰
霊

祭
・
白
蘭
会
遺
骨
返
還
式

︵
福
田
・
事
務
局
︶

３
．11
月
９
日
︵
水
︶

国
際
医
学
交
流
委
員
会

︵
藤
岡
︶

︻
審
議
事
項
︼

１
．国
際
奨
学
生
の
助
成
に
つ

い
て
、
申
請
の
あ
っ
た
５
名

の
留
学
生
全
員
に
奨
学
金
を

貸
与
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。

︵
藤
岡
︶

２
．規
程
等
の
制
定
及
び
一
部

改
正
に
つ
い
て
、
了
承
さ
れ

た
。

︵
藤
村
︶

３
．ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ロ
ゴ
に

つ
い
て
、
４
月
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
向
け
て
進
め
る
こ
と
が

了
承
さ
れ
た
。

︵
藤
村
︶

４
．民
間
か
ら
の
会
報
へ
の
広

告
掲
載
に
つ
い
て
は
掲
載
し

な
い
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

︵
藤
村
︶

●
瑞
宝
双
光
章
 
受
章

髙
田
千
弘
先
生︵
昭
36
年
卒
︶

ご
受
章
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
益
々
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

霜
仁
会
に
対
し
て
、
西
原
建

二
先
生
︵
Ｓ
44
年
卒
︶
の
ご
遺

族
様
か
ら
、
１
０
０
万
円
の
ご

寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

有
り
難
く
受
納
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
ご
寄
付

の
趣
旨
を
十
分
に
尊
重
し
、
医

学
教
育
並
び
に
本
同
窓
会
事
業

の
た
め
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

理

事

会

報

告

第
５

回

理

事

会

第
６

回

理

事

会

第
７

回

理

事

会

秋
の
叙
勲
受
章
者

寄
付
に
つ
い
て

＊２０２３年＊

霜仁会総会のお知らせ
日時：2023年５月14日（日） 総 会 13時30分より
場所：ANAクラウンプラザホテル宇部３階

山口県宇部市相生８―１ ＴＥＬ（０８３６）３２―１１１２

霜仁会総会のお知らせ

霜仁会会員名簿改訂について

今年度は同窓会会員名簿改訂予定の年でありましたが、会員データの

新システム導入により来年度作成いたします。

会員の皆様には登録データの確認と名簿掲載可否についてご案内を

お送りする予定としておりますのでご協力の程よろしくお願い申し

上げます。
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２
０
２
２
年
４
月
１
日
付
で

近
畿
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
・

頭
頸
部
外
科
学
講
座
主
任
教
授

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
安
松
隆

治
と
申
し
ま
す
。
着
任
に
あ
た

り
、
霜
仁
会
の
先
生
方
に
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
１
９
８
９
年
に
山
口
大

学
医
学
部
に
入
学
い
た
し
ま
し

た
。
１
９
９
５
年
に
卒
業
後
、

九
州
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

に
入
局
し
、
大
学
病
院
で
研
修

を
行
っ
た
後
、
１
９
９
８
年
よ

り
九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
頭
頸

部
癌
に
関
す
る
診
療
、
研
究
に

従
事
い
た
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

頭
頸
部
癌
に
関
す
る
基
礎
研
究

に
魅
了
さ
れ
、
学
位
を
取
得
後

の
２
０
０
４
年
よ
り
米
国
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
に
て
腫
瘍
マ
ー
カ

ー
に
関
す
る
研
究
を
継
続
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
帰

国
後
は
一
貫
し
て
頭
頸
部
癌
に

関
す
る
臨
床
、 研
究
を
継
続
し
、

２
０
１
６
年
か
ら
は
九
州
大
学

病
院
頭
頸
部
cancer boardの

責
任
者
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。私

は
耳
鼻
咽
喉
科
領
域
の
中

で
も
頭
頸
部
外
科
を
専
門
と
し

て
お
り
、
進
行
頭
頸
部
癌
に
対

す
る
拡
大
手
術
の
み
な
ら
ず
、

機
能
温
存
を
目
的
と
し
た
経
口

的
内
視
鏡
下
咽
喉
頭
悪
性
腫
瘍

手
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
咽
頭

悪
性
腫
瘍
手
術
等
も
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
切

除
不
能
再
発
・
転
移
頭
頸
部
癌

に
対
す
る
薬
物
療
法
に
関
す
る

多
施
設
臨
床
研
究
に
携
わ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

研
究
面
で
は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
の
一
つ
で
あ
る
鼻
副
鼻
腔
腫

瘍
の
基
礎
、
臨
床
研
究
を
大
き

な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
耳
鼻
咽
喉
科
領
域

の
臨
床
に
お
け
る
疑
問
点
は
、

耳
鼻
咽
喉
科
医
自
ら
が
先
頭
に

立
っ
て
解
明
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
日
常
診
療
で
感
じ
た
疑
問

を
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
も

っ
て
研
究
し
、
コ
ツ
コ
ツ
と
成

果
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で

臨
床
に
還
元
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

近
畿
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉

科
学
講
座
は
１
９
７
４
年
に
開

講
し
、
私
が
第
４
代
目
と
な
り

ま
す
。
着
任
時
よ
り
頭
頸
部
癌

治
療
に
重
点
を
お
く
事
を
目
的

と
し
て
講
座
名
が
耳
鼻
咽
喉
・

頭
頸
部
外
科
学
講
座
へ
と
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
近
畿
大
学
病
院

は
南
大
阪
地
域
の
中
核
病
院
で

あ
り
、
２
０
２
５
年
に
堺
市
に

建
設
中
の
新
病
院
へ
移
転
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
病
院
で

は
最
新
の
癌
治
療
を
提
供
す
る

こ
と
が
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
頭

頸
部
癌
に
お
い
て
も
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
い
た
チ
ー
ム
医
療
を

実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
耳
科
、
鼻
科
、
嚥

下
・
音
声
な
ど
の
難
治
性
疾
患

に
も
取
り
組
み
、
多
様
な
疾
患

に
対
応
で
き
る
施
設
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て

患
者
さ
ん
の
期
待
、
要
望
に
応

え
う
る
医
療
機
関
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
霜

仁
会
の
先
生
方
に
は
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新任
教授

主
任
教
授
就
任
の
ご
挨
拶

近
畿
大
学
医
学
部

耳
鼻
咽
喉・頭
頸
部
外
科
学
講
座

教
授
 
安�

�

松�
�

隆�
�
�

治�

就
任
挨
拶

令
和
４
年
９
月
22
日
に
、
山

口
大
学
医
学
部
医
学
科
１
年
の

特
別
枠
︵
地
域
医
療
再
生
枠
・

緊
急
医
師
確
保
対
策
枠
︶
入
学

学
生
お
よ
び
特
定
診
療
科
枠
修

学
資
金
貸
与
学
生
を
対
象
と
し

て
、
山
口
県
知
事
激
励
会
と
地

域
医
療
見
学
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
本
企
画
は
、
山
口
県
修
学

資
金
貸
与
学
生
に
対
す
る
サ
ポ

ー
ト
の
一
環
と
し
て
実
施
し
、

学
生
が
県
知
事
・
県
民
の
皆
様

へ
将
来
山
口
県
の
地
域
医
療
へ

貢
献
す
る
と
い
う
決
意
を
表
明

し
、
山
口
県
内
の
医
療
施
設
の

見
学
に
よ
り
地
域
医
療
の
現
場

を
学
び
地
域
医
療
マ
イ
ン
ド
を

醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
令
和
２
、
３
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
病
院
見
学

実
習
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
度
は
済
生
会
豊
浦
病

院
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
当

日
参
加
学
生
の
抗
原
検
査
陰
性

を
確
認
し
感
染
症
対
策
を
万
全

に
行
っ
た
上
で
病
院
見
学
実
習

が
実
現
し
ま
し
た
。

県
知
事
激
励
会
で
は
、
ま
ず

篠
田
学
部
長
の
挨
拶
の
後
、
本

学
医
学
科
１
年
の
池
田
昌
平
さ

ん
、
吉
田
名
那
さ
ん
か
ら
、
山

口
に
対
す
る
思
い
と
県
民
の
皆

様
か
ら
の
支
援
に
対
す
る
感
謝

の
籠
も
っ
た
決
意
表
明
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

村
岡
嗣
政
知
事
か
ら
激
励
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
懇
談
会
で
は

﹁
第
５
回
 
県
知
事
激
励
会
・
夏
休
み
地

域
医
療
見
学
実
習
inや
ま
ぐ
ち
﹂
開
催
の

ご
報
告

学
内
報
告

宮�
�

崎�
�

睦�
�

子�

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
 
医
療
人
育
成
セ
ン
タ
ー
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こ
の
度
は
名
誉
あ
る
山
口
大

学
医
学
会
小
西
賞
を
賜
り
、
大

変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
山
口
大

学
医
学
会
会
長
 
篠
田
晃
先

生
、
選
考
委
員
の
先
生
方
を
始

め
、
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
受
賞
論
文
で
は
、
再

発
・
難
治
性
A
LK陽
性
未
分
化

大
細
胞
リ
ン
パ
腫
︵
anaplas-

tic large cell lym
phom
a;

A
LCL︶
に
対
す
る
ア
レ
ク
チ

ニ
ブ
の
有
効
性
と
安
全
性
を
検

証
す
る
医
師
主
導
治
験
の
成
績

を
報
告
し
て
お
り
ま
す
。

A
LK
陽
性
A
LCLは
稀
少
疾
患

で
あ
る
た
め
臨
床
現
場
で
遭
遇

す
る
機
会
は
極
め
て
少
な
い
の

で
す
が
、
約
15
年
前
に
当
科
で

２
例
の
再
発
例
を
短
期
間
に
経

験
し
た
こ
と
が
、
私
が
A
LK

陽
性
A
LCLの
研
究
を
始
め
る

契
機
と
な
り
ま
し
た
。
A
LK

陽
性
A
LCLは
頻
回
再
発
を
起

こ
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、

そ
の
根
治
に
は
同
種
造
血
幹
細

胞
移
植
を
必
要
と
し
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
度
重
な
る
多
剤

併
用
化
学
療
法
の
末
に
強
力
な

移
植
前
処
置
を
行
う
こ
と
で
治

療
毒
性
が
高
く
な
り
、
移
植
後

の
感
染
症
や
移
植
片
対
宿
主
病

な
ど
の
合
併
症
に
よ
る
治
療
関

連
死
亡
が
避
け
ら
れ
な
い
問
題

と
し
て
存
在
し
ま
す
。
新
し
い

分
子
標
的
薬
で
あ
る
ア
レ
ク
チ

ニ
ブ
は
第
二
世
代
の
A
LK
阻

害
薬
で
、
A
LCL細
胞
が
発
現

す
る
A
LK
蛋
白
へ
の
A
T
P結

合
を
阻
害
す
る
こ
と
に
よ
り

A
LCL細
胞
の
増
殖
を
抑
制

し
、
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
を
誘
導
す

る
作
用
を
示
し
ま
す
。
従
来
の

多
剤
併
用
化
学
療
法
と
異
な

り
、
ア
レ
ク
チ
ニ
ブ
は
A
LCL

細
胞
へ
選
択
的
に
作
用
す
る
た

め
有
効
性
と
同
時
に
治
療
毒
性

の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
医

師
主
導
治
験
で
は
、
稀
少
疾
患

で
あ
る
た
め
症
例
リ
ク
ル
ー
ト

に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
予
定
と

す
る
10
症
例
を
登
録
し
て
無
事

に
治
験
を
完
遂
致
し
ま
し
た
。

再
発
・
難
治
性
A
LK
陽
性

A
LCLに
対
し
て
ア
レ
ク
チ
ニ

ブ
は
高
い
有
効
性
を
示
し
、
ま

た
有
害
事
象
が
軽
微
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
医
師
主
導
治
験
の

結
果
に
基
づ
い
て
ア
レ
ク
チ
ニ

ブ
は
再
発
・
難
治
性
A
LK
陽

性
A
LCLに
対
し
て
保
険
収
載

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
再
発
・
難

治
例
で
の
ア
レ
ク
チ
ニ
ブ
に
よ

る
治
療
開
発
を
発
展
さ
せ
る
べ

く
、
現
在
は
初
発
例
に
対
す
る

新
し
い
標
準
治
療
法
の
開
発
を

次
の
研
究
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
今
回
の
栄
誉

を
励
み
と
し
て
physician-sci-

entistと
し
て
よ
り
一
層
の
研

鑽
を
積
む
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

の
研
究
活
動
に
対
し
て
ご
理
解

と
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す

山
口
大
学
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
小
児
科
学
講
座
 長
谷

川
俊
史
教
授
な
ら
び
に
小
児
科

医
局
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

﹁
Early 
m
anifestations 
and 
differential

gene expression associated w
ith photore-

ceptor degeneration in Prom
1-deficient

retina﹂

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
 
眼
科小�

林�
�
�

由�

佳�

︵
久
留
米
大
学
医
学
部
 
平
24
年
卒
︶

令
和
３
年
度

山
口
大
学
医
学
会
 
中
村
賞

﹁
A
lectinib 
for 
relapsed 
or 
refractory

anaplastic 
lym
phom
a 
kinase-positive

anaplastic large cell lym
phom
a: A
n open-

label phase II trial﹂

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
 
小
児
科
学

深�
�

野�

玲�
�

司�

︵
川
崎
医
科
大
学
 
平
12
年
卒
︶

令
和
３
年
度

山
口
大
学
医
学
会
 
小
西
賞

学
生
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
医

師
を
志
し
た
理
由
や
学
生
生
活

の
様
子
等
を
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

知
事
が
親
し
げ
に
話
し
掛
け
て

く
だ
さ
り
、
と
き
に
全
員
で
笑

い
な
が
ら
最
後
ま
で
和
や
か
に

会
が
進
み
ま
し
た
。

済
生
会
豊
浦
病
院
で
は
、
中

司
院
長
を
は
じ
め
、
外
科
の
藤

本
先
生
、
看
護
部
、
検
査
部
、

放
射
線
部
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

の
ご
厚
意
に
よ
り
、 病
棟
見
学
、

検
査
部
実
習
、 放
射
線
部
実
習
、

外
来
で
の
外
科
実
習
が
企
画
さ

れ
、
各
部
署
で
分
か
り
や
す
く

丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の

﹁
医
師
に
な
っ
た
ら
ぜ
ひ
豊
浦

で
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
﹂
と

い
う
熱
い
想
い
が
学
生
に
も
伝

わ
り
、
学
生
に
と
っ
て
も
居
心

地
の
良
い
非
常
に
楽
し
い
一
日

と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
こ
の

一
日
の
経
験
に
よ
り
学
生
一
人

ひ
と
り
の
山
口
の
地
域
医
療
に

対
す
る
思
い
や
学
習
意
欲
が
高

ま
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
学
生
に
対
し
て
熱

い
励
ま
し
を
下
さ
っ
た
村
岡
知

事
と
山
口
県
関
係
者
の
皆
様
、

そ
し
て
実
習
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
済
生
会
豊
浦
病
院
の

皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《事務局からのお願い》
事務局からの郵便物が転居先不明で、多数戻ってきます。

住所・所属等に変更がありましたら、ファックスまたは、Ｅメールで

お知らせください。
霜仁会事務局

FAX：（0836）31－7586 E‑Mail：jimu@soujinkai.jp
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放
射
線
医
学
講
座
は
、
櫻
井

孝
先
生
が
昭
和
29
年
︵
１
９
５

４
年
︶
に
初
代
教
授
と
し
て
開

講
し
、
昭
和
51
年
︵
１
９
７
６

年
︶
か
ら
中
西
敬
先
生
、
平
成

６
年
︵
１
９
９
４
年
︶
か
ら
松

永
尚
文
先
生
が
担
当
さ
れ
、
現

在
の
放
射
線
科
の
礎
を
構
築
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
29
年

︵
２
０
１
７
年
︶
に
伊
東
克
能

先
生
が
教
授
に
就
任
さ
れ
、
令

和
４
年
︵
２
０
２
２
年
︶
に
開

講
68
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
日

が
あ
り
ま
す
の
も
、
皆
様
方
の

ご
尽
力
と
ご
支
援
の
賜
物
と
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

病
院
に
お
い
て
放
射
線
科

は
、
中
央
診
療
部
門
と
し
て
画

像
診
断
、
Interventional ra-

diology︵
Ｉ
Ｖ
Ｒ
：
画
像
下

治
療
︶
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
教
授
以
下
21
名

︵
放
射
線
診
断
専
門
医
17
名
、

専
攻
医
２
名
、
大
学
院
生
４

名
︶
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

画
像
診
断
部
門
で
は
、 Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
核
医
学
検
査
を
中
心

に
読
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当

院
で
は
、
年
間
約
２
７
，
５
０

０
件
の
Ｃ
Ｔ
検
査
、
１
１
，
７

０
０
件
の
Ｍ
Ｒ
検
査
、
１
，
３

０
０
件
の
核
医
学
検
査
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

検
査
に
一
人
ず
つ
当
科
の
ス
タ

ッ
フ
が
担
当
し
、
安
全
面
に
配

慮
し
た
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

超
高
精
細
Ｃ
Ｔ
、
デ
ュ
ア
ル
エ

ナ
ジ
ー
Ｃ
Ｔ
、
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
デ
ィ
ー
プ
ラ

ー
ニ
ン
グ
を
用
い
た
画
像
再
構

成
な
ど
新
し
い
技
術
を
備
え
た

撮
像
機
器
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

高
精
細
で
高
画
質
の
医
用
画
像

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
︵
２
０
２
２
年
︶
２
月
に
は

医
療
用
画
像
管
理
シ
ス
テ
ム
を

更
新
し
、
肺
結
節
検
出
な
ど
の

人
工
知
能
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
機

能
を
有
し
た
読
影
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
て
、
各
診
療
科
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ
く
質
の
高
い
レ

ポ
ー
ト
の
作
成
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
︵
２
０
２
４

年
︶
に
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査

装
置
の
導
入
が
決
ま
っ
て
お

り
、
核
医
学
領
域
の
更
な
る
発

展
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

Ｉ
Ｖ
Ｒ
部
門
で
は
、
院
内
各

診
療
科
か
ら
の
依
頼
や
当
科
入

院
症
例
に
対
し
て
、
診
断
か
ら

治
療
、
血
管
系
か
ら
非
血
管
系

Ｉ
Ｖ
Ｒ
に
至
る
幅
広
い
手
技
を

行
っ
て
い
ま
す
。
当
院
は
日
本

Ｉ
Ｖ
Ｒ
学
会
の
専
門
医
修
練
認

定
施
設
で
あ
り
、
４
名
の
Ｉ
Ｖ

Ｒ
専
門
医
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

年
間
３
５
０
件
以
上
の
症
例
を

専
門
医
指
導
の
も
と
で
行
っ
て

い
ま
す
。 血
管
系
Ｉ
Ｖ
Ｒ
で
は
、

出
血
や
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
動

脈
塞
栓
術
を
中
心
に
行
っ
て
い

ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
や
金
属
コ

イ
ル
な
ど
の
デ
バ
イ
ス
の
進
歩

に
よ
り
、
以
前
よ
り
も
細
い
血

管
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。 そ
の
他
に
も
、

静
脈
ポ
ー
ト
留
置
術
、
ス
テ
ン

ト
留
置
術
、
血
管
内
異
物
除
去

術
、
副
腎
静
脈
サ
ン
プ
リ
ン
グ

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
非
血

管
系
Ｉ
Ｖ
Ｒ
で
は
、
主
に
針
生

検
や
ド
レ
ナ
ー
ジ
術
を
行
っ
て

い
ま
す
。
経
皮
的
針
生
検
は
、

主
に
肺
や
腎
臓
の
腫
瘍
を
対
象

に
し
て
い
ま
す
。
超
音
波
ま
た

は
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
イ
メ
ー
ジ
ガ

イ
ド
下
で
行
っ
て
お
り
、
確
実

か
つ
合
併
症
の
少
な
い
手
技
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
部
教
育
に
お
い
て
は
、
医

学
科
の
放
射
線
医
学
や
修
学
論

文
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
、
保
健
学

科
の
医
療
放
射
線
学
や
画
像
検

査
学
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ポ

リ
ク
リ
や
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー

ク
シ
ッ
プ
に
お
け
る
臨
床
実
習

は
す
べ
て
の
医
局
員
が
担
当

し
、
画
像
診
断
に
お
け
る
知
識

の
整
理
や
読
影
の
実
践
演
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
典
型
的
な
臨

床
画
像
を
集
め
た
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
フ
ァ
イ
ル
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
画
像
ク
イ
ズ
を
作
成
し
、
学

生
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
初
期
臨
床
研
修
で
は
選
択

科
目
と
し
て
、
年
間
10
名
以
上

の
研
修
医
を
受
け
入
れ
て
指
導

し
て
い
ま
す
。

当
講
座
で
は
研
究
活
動
も
重

視
し
て
い
ま
す
。
日
常
診
療
か

ら
生
じ
た
疑
問
点
や
問
題
点
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
基
礎

的
・
臨
床
的
研
究
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
研
究
成
果
が
実
際
の
臨

床
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る

こ
と
を
実
践
す
る
一
方
で
、
世

界
へ
向
け
て
新
し
く
有
益
な
情

報
を
発
信
し
、
国
際
的
貢
献
が

可
能
な
独
創
性
の
あ
る
研
究
も

目
指
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ

Ｒ
を
中
心
に
新
た
な
知
見
を
発

表
し
、
Radiologyや
Euro-

pean Radiologyを
は
じ
め
と

し
た
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
積
極

的
に
投
稿
し
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
︵
２
０
２
１
年
︶
に
は

２
名
、
令
和
２
年
度
︵
２
０
２

０
年
︶
に
は
３
名
の
大
学
院
生

が
学
位
論
文
を
執
筆
し
、
医
学

博
士
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
ま

た
全
国
学
会
や
国
際
学
会
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
推
奨
し
て
お

り
ま
す
が
、
最
近
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
ほ
と
ん

ど
が
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
に
な
っ
て
い

ま
す
。

高
度
先
進
医
療
の
現
代
に
お

い
て
は
、
画
像
診
断
に
よ
る
正

し
い
診
断
な
く
し
て
は
適
切
な

治
療
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
正
確
で
迅
速

な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
の
高
い
画

像
診
断
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
を
行

い
、
各
診
療
科
へ
画
像
診
断
情

報
を
早
期
還
元
し
、
効
率
的
で

質
の
高
い
医
療
を
実
践
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
放
射
線
医
学
講
座
は

臨
床
、
教
育
お
よ
び
研
究
の
す

べ
て
に
お
い
て
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
霜

仁
会
の
諸
先
生
方
に
は
、
引
き

続
き
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

︵
田
辺
昌
寛
・
伊
東
克
能
︶

教
室
紹
介

放
射
線
医
学
講
座
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霜
仁
会
会
員
並
び
に
山
口
大

学
関
係
者
の
皆
様
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い

つ
も
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
長
期
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ

と
の
戦
い
で
、
あ
っ
と
い
う
間

に
２
、
３
年
が
過
ぎ
て
し
ま
し

ま
し
た
。
簡
単
に
当
院
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
当
院
は
複
数

企
業
立
の
病
院
で
あ
っ
た
南
陽

病
院
か
ら
引
き
継
ぐ
形
で
、
平

成
12
年
に
新
南
陽
市
立
新
南
陽

市
民
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
平
成
の
大
合
併

に
よ
り
新
南
陽
市
が
な
く
な
り
、

周
南
市
が
誕
生
し
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成
15
年
病
院
名
が
周
南

市
立
新
南
陽
市
民
病
院
と
な
り

ま
し
た
。
分
か
り
に
く
く
、
落

ち
着
か
な
い
命
名
で
あ
り
、
実

際
の
と
こ
ろ
学
会
な
ど
で
よ
く

呼
び
間
違
い
を
さ
れ
て
い
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
病
院
開
院
時

は
小
田
裕
胤
先
生
が
院
長
を
務

め
、
医
師
11
名
中
４
名
が
整
形

外
科
所
属
で
、
多
く
の
整
形
外

科
手
術
が
深
夜
ま
で
行
わ
れ
る

病
院
で
し
た
。
そ
の
後
平
成
15

年
１
月
に
私
が
赴
任
し
て
内
科

医
の
増
員
を
図
り
、
内
科
医
は

計
10
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
消
化
器
内
科
３
名
、

循
環
器
内
科
２
名
、
糖
尿
病
血

液
内
科
４
名
、
外
科
２
名
、
脳

外
科
１
名
、
眼
科
１
名
、
腎
・

泌
尿
器
・
透
析
セ
ン
タ
ー
と
し

て
腎
臓
内
科
１
名
、
泌
尿
器
科

１
名
の
合
計
15
名
体
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
全
て
山
口
大
学

医
局
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
改
め
て
山
口
大
学
の
各

関
係
医
局
の
先
生
方
に
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

21
年
か
ら
松
谷
が
院
長
を
引
継

ぎ
今
日
に
至
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
山
あ
り
、
谷
あ
り
で
、
平
成

16
年
に
老
健
施
設
﹁
夢
風
車
﹂

の
併
設
、 小
児
科
が
な
く
な
り
、

眼
科
が
開
設
、
平
成
27
年
に
は

泌
尿
器
科
が
非
常
勤
、
腎
臓
内

科
が
常
勤
と
な
り
、
透
析
を
担

当
、
さ
ら
に
整
形
外
科
が
非
常

勤
と
な
る
、
平
成
26
年
に
包
括

ケ
ア
病
床
30
床
開
設
、
そ
の
後

50
床
に
増
設
と
い
う
具
合
に
。

さ
て
、
こ
の
20
年
の
間
に
医

療
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
し

ま
し
た
。 D
PC制
度
の
導
入
、

新
研
修
医
制
度
に
よ
る
山
大
卒

業
生
の
県
内
定
着
の
低
下
と
、

臨
床
現
場
の
医
師
不
足
、
専
門

医
制
度
の
変
革
、
自
治
体
病
院

の
経
営
悪
化
に
向
け
ら
れ
る
厳

し
い
目
と
、
地
域
医
療
構
想
の

推
進
。
さ
ら
に
は
そ
の
後
コ
ロ

ナ
禍
の
襲
来
と
、
ま
さ
に
踏
ん

だ
り
蹴
っ
た
り
の
連
続
で
流
石

に
零
細
病
院
の
院
長
と
し
て
は

ワ
ク
チ
ン
効
果
と
い
い
ま
す

か
、
諸
々
の
変
化
へ
の
抵
抗
力

は
つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

当
院
の
立
ち
位
置
と
し
て
は

周
南
西
部
圏
域
の
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
ケ
ア
を
担
う
と
も
に
、
急
性

期
疾
患
治
療
後
の
在
宅
ま
で
の

橋
渡
し
を
包
括
ケ
ア
病
棟
の
活

用
に
よ
り
行
う
こ
と
。
こ
の
辺

り
の
拡
充
と
円
滑
化
を
﹁
入
退

院
支
援
 ・ 地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
﹂

を
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て

各
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
長
い
間
の
懸
案
で
あ
り
、

実
現
で
き
て
い
な
か
っ
た
、
健

診
セ
ン
タ
ー
及
び
糖
尿
病
セ
ン

タ
ー
を
増
改
築
に
よ
り
数
年
以

内
に
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。

待
合
室
で
一
般
の
患
者
と
健
診

の
患
者
が
混
在
し
て
い
る
現
在

の
状
態
を
改
善
す
べ
く
、
健
診

セ
ン
タ
ー
の
新
設
に
よ
る
動
線

の
区
別
は
必
須
事
項
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
人
口
減
少
と
言
わ
れ

て
い
て
も
高
齢
化
率
の
上
昇
と

そ
れ
に
伴
う
、
ま
す
ま
す
の
糖

尿
病
患
者
の
増
加
、
少
な
く
と

も
現
状
維
持
の
状
況
、
ま
た
近

年
の
糖
尿
病
治
療
に
お
け
る
劇

的
な
治
療
薬
の
進
歩
・
多
様

化
、
各
種
デ
バ
イ
ス
の
革
新
、

糖
尿
病
診
療
の
概
念
の
変
革
を

考
慮
す
る
と
、
周
南
地
域
に
糖

尿
病
治
療
リ
テ
ラ
シ
ー
の
集
約

化
が
な
さ
れ
て
良
い
と
思
い
ま

す
。
周
南
公
立
大
学
の
来
年
度

か
ら
の
看
護
学
部
・
医
療
関
係

学
部
の
開
設
に
呼
応
し
て
、
公

立
病
院
の
臨
床
実
習
の
協
力
体

制
な
ど
も
今
後
の
課
題
で
す
。

ま
た
数
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
、
周
南
市
、
国
立
基
盤
研

究
所
、
市
民
病
院
に
よ
る
腸
内

細
菌
研
究
も
成
果
︵
O
ral ad-

m
inistration 
of 
Blautia

w
exlerae am
eliorates obe-

sity and type 2 diabetes via

m
etabolic rem
odeling of the

gut 
m
icrobiota. 
K
oji 
H
o-

som
i, et al.  N
ature Com
m
u-

nications 2022︶
が
出
て
お

り
、
周
南
市
で
、
臨
床
、
教

育
、
研
究
を
並
行
し
て
行
う
と

い
う
計
画
も
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
糖
尿

病
セ
ン
タ
ー
で
腸
内
環
境
に
関

す
る
糖
尿
病
治
療
の
臨
床
応
用

が
行
わ
れ
、
腸
内
環
境
を
整
え

る
周
南
市
の
食
品
が
確
認
さ
れ

る
な
ど
す
る
こ
と
が
我
々
の
最

も
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

数
年
前
ま
で
は
糖
尿
病
治
療
薬

の
治
験
を
か
な
り
行
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

な
の
か
最
近
は
パ
ッ
タ
リ
と
途

絶
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
糖
尿

病
セ
ン
タ
ー
で
し
っ
か
り
と
患

者
デ
ー
タ
を
整
理
し
て
、
治
験

の
実
施
を
再
開
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
だ
実
現

し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
個
人

的
に
膠
原
病
・
自
己
免
疫
疾
患

に
大
変
興
味
が
あ
り
ま
す
し
、

大
学
在
籍
中
は
研
修
医
時
代
も

含
め
て
、
多
様
な
膠
原
病
、
神

経
免
疫
疾
患
も
含
め
て
診
療
し

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

最
近
の
抗
体
薬
や
分
子
標
的
治

療
薬
な
ど
の
進
歩
に
は
め
ざ
ま

し
い
も
の
が
あ
り
、
可
能
で
あ

れ
ば
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
の
よ

う
な
も
の
も
作
り
た
い
と
考
え

て
も
い
ま
す
。
具
体
的
な
プ
ラ

ン
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の

で
、
こ
れ
は
夢
に
終
わ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

今
年
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
が
収
束

し
て
、
た
だ
の
風
邪
ウ
イ
ル
ス

く
ら
い
に
落
ち
着
く
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
今
後
と
も

霜
仁
会
会
員
並
び
に
山
口
大
学

関
係
者
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

病 院 紹 介

病院長

松
��

谷
��

朗
���

先生

周南市立新南陽市民病院

Blautia 
w
exlerae
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私
は
兵
庫
医
科
大
学
を
卒
業

し
、
地
元
の
山
口
県
の
関
門
医

療
セ
ン
タ
ー
に
て
卒
後
臨
床
研

修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
を
選

ん
だ
理
由
は
三
次
救
急
機
関
の

一
つ
で
あ
り
、
ま
た
様
々
な
大

学
か
ら
研
修
先
と
し
て
選
ば
れ

て
い
た
か
ら
で
す
。

研
修
し
た
２
年
間
は
と
て
も

充
実
し
て
い
ま
し
た
。
初
期
研

修
を
行
う
に
あ
た
り
、
一
番
不

安
な
点
は
当
直
業
務
で
し
た
。

ど
の
よ
う
な
知
識
・
手
技
が
実

臨
床
で
必
要
と
さ
れ
る
の
か
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
救
急
科
・
総
合
診
療
科
を
３

か
月
研
修
す
る
こ
と
が
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
組
ま
れ
て
い
た
た

め
、
上
級
医
・
先
輩
方
に
指
導

し
て
い
た
だ
き
知
識
や
手
技
を

学
ん
で
い
き
ま
し
た
。
ま
た
研

修
医
の
先
輩
方
・
同
期
の
数
も

多
い
た
め
、
厳
し
い
現
場
で
も

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
研
修
先
を
選
ぶ
際
に
迷
わ

れ
て
い
る
方
が
い
れ
ば
、
研
修

先
の
同
期
の
人
数
も
考
慮
す
る

ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
当
直
以
外
で
も
病
棟
管

理
や
外
来
に
て
超
音
波
検
査
等

の
手
技
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

初
期
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は

間
違
い
な
く
泌
尿
器
科
と
し
て

働
い
て
い
る
今
で
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
生

か
し
て
山
口
県
の
医
療
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

関
門
医
療
セ
ン
タ
ー

https://kanm
on.hosp.go.jp
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令
和
２
年
に
山
口
大
学
を
卒

業
後
、
初
期
臨
床
研
修
期
間
を

宇
部
興
産
中
央
病
院
で
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学

卒
業
時
点
で
進
み
た
い
特
定
の

診
療
科
が
未
定
で
、
幅
広
く

様
々
な
こ
と
を
研
修
の
場
で
学

び
た
い
と
考
え
、
総
合
診
療
科

の
強
い
宇
部
興
産
中
央
病
院
を

研
修
先
と
し
て
希
望
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

宇
部
興
産
中
央
病
院
に
は
、

総
合
診
療
科
 
斎
藤
裕
之
先
生

を
筆
頭
に
非
常
に
教
育
熱
心
な

先
生
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
救

急
対
応
、
病
棟
診
療
、
年
間
を

通
じ
た
多
く
の
研
修
医
対
象
レ

ク
チ
ャ
ー
で
ど
の
科
に
進
ん
で

も
活
き
る
様
々
な
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
研

修
医
１
、
２
年
目
の
屋
根
瓦
方

式
で
、
気
兼
ね
な
く
日
々
の
疑

問
を
解
決
し
あ
え
る
環
境
で
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
研
修
環
境
だ

と
思
い
ま
す
。

研
修
に
入
っ
て
し
ば
ら
く
経

っ
た
頃
、
あ
る
日
救
急
診
療
に

携
わ
っ
た
く
も
膜
下
出
血
の
患

者
様
が
、
緊
急
入
院
か
ら
自
宅

退
院
に
至
る
経
過
を
間
近
で
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
脳
神
経
外

科
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
宇

部
興
産
中
央
病
院
脳
神
経
外
科

の
先
生
の
開
頭
・
血
管
内
治
療

を
助
手
と
し
て
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
、
自
分
も
い
つ
か
、
と
い

う
思
い
に
至
り
、
脳
神
経
外
科

医
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

少
し
で
も
山
口
の
医
療
に
貢
献

す
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宇
部
興
産
中
央
病
院

https://w
w
w
.ube-hp.or.jp

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

卒
後
臨
床
研
修
体
験
談

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
 
脳
神
経
外
科

清�

水�
�

悠�
�

太�

郎�
�

向かって左から３番目が和田

前列向かって左から４番目が清水

卒
後
臨
床
研
修
体
験
談

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
 
泌
尿
器
科

和�

田�

健�
�

一�
�

郎�
�
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今
回
副
実
行
委
員
長
を
務
め

ま
し
た
、
木
村
綾
佑
で
す
。
こ

の
度
は
山
口
大
学
医
学
祭
に
ご

来
場
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
学
士
の
僕
に
と

っ
て
初
め
て
の
医
学
祭
で
し
た

が
、
ド
リ
ン
キ
ン
や
女
装
コ
ン

テ
ス
ト
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
ス
テ
ー
ジ
企
画
に
参
加
さ
せ

て
貰
い
、
夢
の
様
な
３
日
間
は

秋
風
と
共
に
瞬
く
間
に
過
ぎ
て

行
き
ま
し
た
。
医
学
祭
が
終
わ

っ
た
今
で
も
写
真
を
見
返
す

と
、
そ
の
時
の
興
奮
が
色
鮮
や

か
に
蘇
り
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

の
眩
し
さ
と
大
き
な
歓
声
に
身

震
い
し
た
こ
と
が
ま
る
で
昨
日

の
こ
と
の
様
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
今
年
の
医
学
祭
の

準
備
期
間
は
例
年
よ
り
も
１
か

月
程
早
く
、
多
く
の
作
業
を
眠

た
い
目
を
擦
り
な
が
ら
連
日
、

日
付
が
変
わ
る
ま
で
続
け
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
期
間
を
通
じ

て
同
期
や
後
輩
と
の
仲
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
た
の
は
青
春
の

１
ペ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
最
中
、
こ
れ
ま
で
の

医
学
祭
の
実
行
委
員
長
を
務
め

ら
れ
た
岩
崎
先
輩
や
瀬
戸
口
先

輩
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
輩
方

が
素
敵
な
差
し
入
れ
を
下
さ
っ

た
こ
と
は
と
て
も
励
み
に
な
り

ま
し
た
。
来
年
は
優
秀
で
ユ
ニ

ー
ク
な
後
輩
達
が
こ
の
医
学
祭

を
更
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
医
学
祭

を
実
施
す
る
た
め
に
尽
力
し
て

下
さ
っ
た
先
生
と
事
務
の

方
々
、
そ
し
て
半
年
に
渡
り
準

備
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
学
生
の

皆
さ
ん
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
お
疲

れ
様
で
し
た
。

今
年
度
の
医
学
祭
ス
テ
ー

ジ
は
多
く
の
大
学
関
係
者
や
地

域
の
方
々
の
お
力
添
え
及
び
ご

協
力
を
い
た
だ
き
成
功
裏
に
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
３

年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
ま
し
た

が
、
従
来
の
協
賛
店
に
加
え
新

た
に
多
方
面
よ
り
ご
協
賛
を
頂

き
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
て
も

ら
う
こ
と
で
、
団
結
力
も
高
ま

り
ス
テ
ー
ジ
企
画
を
盛
り
上
げ

る
事
が
出
来
た
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
非
常
に
嬉
し

い
こ
と
に
学
生
に
加
え
大
学
卒

業
生
、
地
域
の
方
々
か
ら
楽
し

か
っ
た
と
い
う
多
く
の
感
想
を

頂
き
ま
し
た
。
山
大
医
学
部
と

地
域
と
の
繋
が
り
に
少
し
で
も

貢
献
す
る
事
が
出
来
て
い
た
ら

幸
い
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
医
学
祭
ス
テ
ー
ジ
に
出

演
し
た
学
生
を
は
じ
め
、
関
わ

っ
て
頂
い
た
全
て
の
関
係
者
の

方
々
に
重
ね
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

本
年
度
の
医
学
祭
実
行
委
員

長
を
務
め
ま
し
た
、
泉
本
真
志

で
す
。
こ
の
度
は
山
口
大
学
医

学
祭
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
こ

と
、
な
ら
び
に
本
医
学
祭
に
際

し
、
多
く
の
先
生
方
や
地
域
の

企
業
の
皆
様
に
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
３

年
ぶ
り
と
な
る
本
医
学
祭
は

〝
医
家
団
欒
︱

Create O
ne

Circle︱
〟
を
テ
ー
マ
に
様
々

な
学
生
企
画
を
は
じ
め
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
ラ
イ
ブ
に
キ
ュ
ウ
ソ

ネ
コ
カ
ミ
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
に

と
ろ
サ
ー
モ
ン
、
も
も
、
ど
さ

け
ん
の
３
組
を
お
招
き
し
、
ス

テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
医
学
講
演
に
は

D
r.コ
ト
ー
診
療
所
の
原
作
者

で
あ
る
山
田
貴
敏
さ
ん
に
お
話

し
て
頂
き
ま
し
た
。
学
生
企
画

で
は
実
行
委
員
や
各
パ
ー
ト
リ

ー
ダ
ー
を
務
め
る
４
年
生
に
と

っ
て
も
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
い

う
こ
と
で
、
多
く
の
こ
と
が
手

探
り
の
状
況
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
準
備
期
間
も
短
い
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
後
輩
達
の

助
け
も
あ
り
、
大
成
功
に
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
医
学

祭
を
通
じ
て
、
学
年
や
学
科
の

垣
根
を
超
え
た
学
生
同
士
の
絆

も
生
ま
れ
た
と
強
く
確
信
し
て

い
ま
す
。
後
輩
に
は
先
輩
と
の

繋
が
り
を
今
後
の
学
生
生
活
に

お
い
て
も
活
か
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
来
年
以
降
の
医
学

祭
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
も
薄
れ
、
大
き
く

変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
参
加
し
て
頂
い
た
皆
様

に
も
是
非
お
越
し
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
山
口

大
学
医
学
部
医
学
祭
の
発
展
と

共
に
、
ご
参
加
し
て
頂
い
た
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

医
学
科
 
四
年
 
木�

村�
�

綾�
�
�

佑�
�

第
77
回
医
学
祭
実
行
委
員
会
副
委
員
長

医
学
科
 
四
年
 
泉�

�

本�
�

真�
�

志�

第
77
回
医
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

医
学
科
 
四
年
 
中�

�

礒�
�

那�

央�

也�
�

お
祭
り
ダ
ン
パ
 
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
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私
は
ダ
ン
パ
の
副
パ
ー
ト
リ

ー
ダ
ー
を
務
め
ま
し
た
。
ス
テ

ー
ジ
企
画
は
出
演
者
、
審
査

員
、
盛
り
上
げ
隊
、
設
備
な
ど

ダ
ン
パ
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な

学
年
、
係
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
医
家
団
欒
 create one 

circle と
い
う
タ
イ
ト
ル
通
り
、

今
年
は
、
先
輩
方
の
培
っ
て
き

た
も
の
を
守
り
つ
つ
新
た
な
企

画
や
挑
戦
を
し
、
学
年
、
学
科

を
超
え
て
ス
テ
ー
ジ
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
３
年
ぶ
り
の
医
学
祭
の
開

催
。
開
催
の
可
否
が
未
定
の
ま

ま
ス
テ
ー
ジ
準
備
が
始
ま
り
不

安
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

が
、
ス
テ
ー
ジ
中
、
舞
台
裏
か

ら
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
た
く
さ
ん

見
る
こ
と
が
で
き
、
医
学
祭
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

医
学
科
 
四
年
 
林�

�
�

美�

瑠
 

�

お
祭
り
ダ
ン
パ
 
副
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー

医
学
展
示
パ
ー
ト
で
は
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
見
学
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
ヘ
リ
出
動
の
た

め
ツ
ア
ー
開
催
は
１
日
の
み
と

な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ツ

ア
ー
で
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と

運
航
管
理
室
の
見
学
、
出
動
の

様
子
な
ど
の
パ
ネ
ル
を
展
示

し
、
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は

新
た
に
、
医
師
や
操
縦
士
な
ど

の
方
々
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

た
動
画
を
作
成
し
、
地
域
の
方

に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い
て
よ

り
深
く
ご
理
解
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
医
学
展
示
パ
ー
ト
の
仕
事

を
通
し
て
、
多
く
の
方
々
の
お

か
げ
で
医
学
祭
を
行
う
こ
と
が

出
来
て
い
る
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
展
示
、
動
画
作
成
な
ど
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

医
学
科
 
四
年
 
佐�

々�

木�

香�

穂�

医
学
展
示
 
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー

医
学
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
パ

ー
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
ま
し

た
、
医
学
科
４
年
の
黒
瀬
雅
彦

と
申
し
ま
す
。
今
年
度
は
３
年

ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
手
探
り
の

準
備
が
続
き
ま
し
た
が
、
多
く

の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
無
事

に
発
行
で
き
ま
し
た
。
特
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
広
告
や
協
賛

に
て
近
隣
の
多
数
の
事
業
所
の

皆
様
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
当
日

の
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
、
学
生
の

研
究
論
文
や
部
活
動
も
特
集
し

ま
し
た
。
私
は
当
日
そ
の
よ
う

な
冊
子
が
ご
来
場
の
皆
様
に
多

数
配
布
さ
れ
る
の
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。
医
学
部
の
魅

力
の
発
信
と
地
域
交
流
と
い
っ

た
、
本
祭
の
趣
旨
に
沿
っ
た
活

動
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

医
学
科
 
四
年
 
黒�

�

瀬�

雅�
�

彦�
�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
 
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
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現
在
、
山
口
大
学
医
学
部
軟

式
テ
ニ
ス
部
の
主
将
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、

医
学
科
３
年
の
磯
山
昂
佑
で

す
。軟

式
テ
ニ
ス
部
は
現
在
５
年

生
４
名
、
４
年
生
５
名
、
３
年

生
12
名
、
２
年
生
10
名
、
１
年

生
11
名
の
計
42
名
で
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
練
習
は
月
曜
日
、

水
曜
日
、
金
曜
日
、
土
曜
日
の

週
４
回
、
主
に
桃
山
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
で
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な

練
習
内
容
と
し
て
は
、
前
衛
と

後
衛
に
わ
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
ス

ト
ロ
ー
ク
練
習
、 ボ
レ
ー
練
習
、

サ
ー
ブ
レ
シ
ー
ブ
練
習
と
い
っ

た
基
礎
的
な
も
の
か
ら
、
土
曜

日
は
試
合
練
な
ど
の
実
戦
的
な

も
の
も
含
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。

練
習
日
以
外
の
日
で
も
自
主
練

に
励
む
部
員
も
多
く
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
高
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
部
員
数
が
多
い
た
め
、
練

習
中
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
ご
飯
に
行
っ
た

り
、
遊
び
に
行
っ
た
り
、
部
活

外
で
も
学
年
の
垣
根
な
く
仲
良

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
大
会
と
し
て
は
、
３
月

の
女
子
九
州
山
口
大
会
、
５
月

の
春
の
九
州
山
口
大
会
、
６
月

の
中
国
四
国
大
会
、
８
月
の
西

医
体
、
10
月
の
秋
の
九
州
山
口

大
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
３
年

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
大
会
が
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
先
日
に
は
10
月
の
秋
の
九

州
山
口
大
会
が
無
事
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
１
、
２
、
３
年
生
に

と
っ
て
初
め
て
の
大
会
と
な
り

ま
し
た
が
、
団
体
戦
１
部
リ
ー

グ
で
男
子
が
優
勝
、
女
子
が
準

優
勝
、
２
部
リ
ー
グ
で
男
子
が

優
勝
、
女
子
が
３
位
と
輝
か
し

い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
初
心
者
で
入
部
し
た
プ

レ
イ
ヤ
ー
も
多
く
い
ま
し
た

が
、
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
た
部
員
も
多

く
、
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

本
年
度
は
制
限
付
き
で
は
あ

り
ま
し
た
が
３
年
ぶ
り
に
新
入

生
歓
迎
コ
ン
パ
を
行
う
こ
と
も

で
き
、
顧
問
で
あ
る
松
永
教
授

を
は
じ
め
と
し
た
O
B・
O
Gの

方
々
の
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
部
員
一
同
日
々
の
練

軟
式
テ
ニ
ス
部

ク
ラ
ブ
紹
介

医
学
科
 
三
年

磯�
�

山�
�

昂�
�

佑�
�

習
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。



令
和
４
年
７
月
７
日
３
年
ぶ

り
に
霜
仁
会
小
野
田
支
部
総
会

を
山
陽
小
野
田
医
歯
薬
会
館
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
例
年
引

き
続
き
開
催
す
る
懇
親
会
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
し
総
会
の

み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
総
会
の
主
た
る
目
的
は
令

和
元
年
の
支
部
総
会
で
提
案
さ

れ
た
霜
仁
会
小
野
田
支
部
と
厚

狭
支
部
と
の
合
併
協
議
を
行
う

こ
と
で
し
た
。

最
初
に
瀬
戸
支
部
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
合
併
協
議
に
至
る
ま

で
の
経
緯
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
厚
狭
支
部
と
の

合
併
協
議
が
行
わ
れ
、
全
会
一

致
で
小
野
田
支
部
と
厚
狭
支
部

と
の
合
併
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
続
い
て
隣
室
で
同

様
に
合
併
協
議
を
行
っ
て
い
た

厚
狭
支
部
長
の
民
谷
先
生
が
来

室
さ
れ
、
小
野
田
支
部
、
厚
狭

支
部
合
同
総
会
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
合
同
総
会
に
お
い
て
、

小
野
田
支
部
、
厚
狭
支
部
と
も

会
員
多
数
の
合
併
賛
同
を
確
認

で
き
た
た
め
合
併
を
決
定
し
、

め
で
た
く
〝
七
夕
合
併
〟
に
至

り
ま
し
た
。
合
併
後
の
名
称
は

霜
仁
会
山
陽
小
野
田
支
部
と
す

る
こ
と
と
な
り
、
新
た
な
支
部

長
に
つ
い
て
は
民
谷
先
生
よ
り

瀬
戸
信
夫
先
生
の
推
薦
が
あ

り
、
瀬
戸
先
生
に
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

出
席
者
は
、
瀬
戸
信
夫
︵
Ｓ

50
︶
、
矢
賀
健
︵
Ｓ
53
︶
、
民

谷
正
彰
︵
Ｓ
55
︶
、
藤
村
嘉
彦

︵
Ｓ
56
︶
、
脇
阪
敦
彦
︵
Ｓ

60
︶
、
村
田
和
也
︵
Ｓ
61
︶
、

関
耕
三
郎
︵
Ｓ
62
︶
、
土
屋
直

隆
︵
２
号
会
員
・
Ｓ
63
︶
の
８

名
、
委
任
状
78
名
で
し
た
。
来

年
こ
そ
は
懇
親
会
が
開
催
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
会
を
終
え
ま

し
た
。

︵
村
田
和
也
︶

令
和
４
年
度

誌
上
拾
筍
会
︵
40
年
卒
︶

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
は
一
向

に
収
束
す
る
気
配
も
な
く
、
拾

筍
会
開
催
も
ま
ま
な
ら
ぬ
日
が

続
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に

同
級
生
一
同
は
め
で
た
く
日
本

人
男
子
の
平
均
寿
命
を
超
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
日
々

ど
の
よ
う
な
様
子
か
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
拾
筍
会
員
の
皆
様
に
近
況

報
告
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

を
誌
上
同
窓
会
と
し
て
、
霜
仁

会
会
報
に
掲
載
し
て
頂
き
ま
し

た
。対

面
同
窓
会
に
代
わ
り
、
こ

の
よ
う
な
O
n-line
授
業
な
ら

ぬ
誌
上
同
窓
会
を
こ
こ
に
開
催

し
ま
す
。

敬
称
を
略
し
出
席
番
号
順
に

掲
載
し
ま
し
た
。

伊
藤
肇

令
和
元
年
皆
さ
ん
と
集
ま
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
流
行
が
あ
っ
て
一
堂

に
会
す
る
こ
と
も
な
く
、
拾
筍

会
会
員
の
動
向
も
伝
わ
っ
て
い

な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
に
関
し
て
は
、
長
男
が
透

析
の
診
療
所
を
主
に
や
っ
て
お

り
、
内
科
は
長
男
の
同
期
生
に

病
院
長
と
し
て
日
々
の
診
療
を

や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私

自
身
は
医
療
法
人
の
会
長
と
し

て
午
前
、
午
後
と
診
療
を
行
っ

て
お
り
、
午
後
は
16
時
頃
に
は

帰
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
︵
令
和
３
年
︶
の
４
月
よ

り
土
曜
は
休
み
と
し
、
同
年
７

月
よ
り
火
曜
日
は
回
診
す
る
た

め
午
後
診
療
を
し
ま
す
が
他
の

曜
日
の
午
後
は
休
み
と
決
め
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
流
行
下
、
種
々

の
会
が
中
止
に
な
り
、
わ
ず
か

数
人
の
会
が
月
に
１
～
２
度
、

孫
の
誕
生
祝
の
家
族
の
会
が
あ

る
程
度
で
、
時
々
行
っ
て
い
た

海
外
旅
行
も
中
止
状
態
で
す
。

そ
こ
で
余
っ
た
時
間
は
何
を

し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
医
学
書
以
外
の
買

い
溜
め
た
本
が
か
な
り
あ
り
、

暇
に
な
っ
た
ら
読
も
う
と
思
っ

て
い
た
長
編
小
説
や
全
集
物
、

作
品
集
な
ど
の
読
書
の
時
間
に

あ
て
て
い
ま
す
。
し
か
し
加
齢

の
た
め
、
例
え
ば
プ
ル
ー
ス
ト

の
﹁
忘
れ
た
時
を
求
め
て
﹂
な

ど
は
出
て
く
る
登
場
人
物
が
多

く
若
い
頃
の
よ
う
に
名
前
が
覚

え
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
読
む
ス
ピ

ー
ド
も
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
日
中
本
を
読
ん
で
い

る
と
眼
が
か
す
み
、
ヒ
ア
ル
ロ

ン
酸
の
点
眼
を
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
は
旅
行
な
ど
に
行
き
遠

く
の
景
色
を
眺
め
た
り
す
る
こ

と
も
必
要
か
な
と
お
も
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
も
う
少
し
コ

ロ
ナ
が
収
ま
る
ま
で
待
た
ね
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

上
釜
健
市

肺
癌
、
前
立
腺
癌
の
治
療
中

で
す
。
寿
命
の
保
証
の
な
い
心

境
で
す
。
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。

上
田
肇

細
々
や
っ
て
い
ま
す
。
皆
様

の
御
多
幸
を
お
祈
り
致
し
て
お

り
ま
す
。

岡
崎
幸
紀

２
０
２
１
年
末
で
一
線
を
退

き
、
55
年
間
の
内
視
鏡
診
療
に

終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。
今
や

晴
耕
雨
読
の
身
で
す
。
知
能
低

下
予
防
で
読
書
、
体
力
維
持
の

た
め
の
庭
の
散
歩
︵
コ
ロ
ナ
予

防
の
た
め
︶
、
発
声
・
発
語
確

保
の
た
め
の
読
経
と
プ
ラ
ン
タ

ー
で
花
と
野
菜
を
育
て
る
毎
日

で
す
。

河
合
伸
也

年
齢
相
応
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
な
お
、
山
口
東
京

理
科
大
学
薬
学
部
の
教
授
を
し

て
い
ま
す
。

学
校
医
を
も
兼
ね
て
お
り
、

医
学
全
般
を
教
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
期
生
︵
現
在
５
年
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支
部
だ
よ
り
八
〇
〇
字
程
度
の
原
稿
を
写
真

添
付
の
上
ご
投
稿
下
さ
い
。

小
野
田
支
部
会

四

〇

会

楽
し
い
ク
ラ
ス
会
の
様
子
を
八

〇
〇
字
程
度
に
ま
と
め
て
写
真

を
添
え
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
ス
会
報
告



生
︶
が
卒
業
す
る
時
に
、
私
の

義
務
年
限
が
終
わ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
際
に
、
私
も
教
授
職
は
引

退
し
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
現
在

の
市
民
病
院
に
週
１
回
の
外
来

診
療
は
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
︵
こ
れ
ら
の
仕
事
？
が

私
の
趣
味
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
︶

小
出
成
行

毎
日
、
現
役
で
働
い
て
い
ま

す
。
こ
の
８
月
は
発
熱
外
来
の

患
者
さ
ん
が
多
く
、
新
患
が
２

７
９
人
と
多
く
、
忙
し
か
っ
た

で
す
。
１
日
に
29
人
も
陽
性
者

が
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

早
く
収
束
し
て
く
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。
認
知
症
予
防
に
毎

朝
食
事
の
支
度
を
し
て
い
ま
す
。

朝�

タ
ン
の
３
種
類
、
長
寿
食

の
胡
麻
、
認
知
症
予
防
に
ト
マ

ト
・
コ
ー
ヒ
ー
・
チ
ー
ズ
な
ど

を
欠
か
さ
ず
に
。
メ
イ
ン
は
卵

と
魚
を
交
互
に
し
て
い
ま
す
。

駄
作

ウ
イ
ル
ス
は

忖
度
し
な
い

岸
田
さ
ん

コ
ウ
モ
リ
を

鷹
と
騙
さ
れ

支
持
を
す
る

注
釈
：
＊
朝
タ
ン
…
朝
御
飯
に

蛋
白
質
を
摂
る
事
は
筋
力
の

衰
え
を
抑
え
、
転
倒
防
止
予

防
は
勿
論
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

す
る
事
で
老
化
も
防
ぐ
そ
う

で
す
。

少
な
く
と
も
、
朝
の
蛋
白
質

は
３
種
類
は
摂
る
必
要
が
あ

る
と
か
…

例
え
ば
、 今
朝
は
豚
の
角
煮
 ・

納
豆
・
チ
ー
ズ
の
３
種
類

昨
日
は
目
玉
焼
き
・
納
豆
・

チ
ー
ズ
・
そ
れ
に
ヒ
ジ
キ
の

煮
物
の
中
の
大
豆
、
鶏
肉
、

油
揚
げ
︵
筆
者
に
は
﹁
朝
タ

ン
﹂
の
意
味
が
分
か
ら
ず
、

小
出
君
ご
本
人
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
上
記
の
注
釈
の
返

信
が
あ
り
ま
し
た
︶

国
東
公
明

５
回
の
腫
瘍
切
除
術
や
老
化

の
進
行
で
身
体
は
ガ
タ
ガ
タ
で

も
っ
ぱ
ら
医
療
を
受
け
る
側
の

人
間
に
な
っ
て
い
る
。
唯
、
拾

筍
会
に
は
無
理
し
て
で
も
出
席

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
林
航
三

も
う
何
が
お
き
て
も
お
か
し

く
な
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
重
ね
て
き
た
愚
行
の
数
々

も
、
あ
ち
ら
の
世
へ
逃
げ
込
め

る
と
思
う
と
気
が
楽
で
す
。
し

か
し
閻
魔
様
は
そ
う
寛
大
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
認
知
症
、
が

ん
、
脳
血
管
障
害
な
ど
は
や
む

を
得
な
い
と
し
て
、
北
朝
鮮
の

核
ミ
サ
イ
ル
で
死
ぬ
な
ど
は
御

免
を
蒙
り
た
い
も
の
で
す
。

小
金
丸
恒
夫

来
年
３
月
に
て
85
歳
に
な
り

ま
す
。
卒
業
後
大
学
病
院
に
て

７
年
︵
大
学
院
を
含
む
︶
徳
山

中
央
病
院
に
て
７
年
間
の
研
鑽

を
積
み
１
９
７
９
年
︵
Ｓ
54
︶

10
月
泌
尿
器
科
診
療
所
を
開
設
、

徳
山
医
師
会
病
院
に
て
年
間
約

１
０
０
例
の
手
術
を
実
施
し
て

い
た
が
高
齢
と
な
り
２
０
１
７

年
９
月
末
を
も
っ
て
閉
院
し
た

︵
38
年
間
︶
。
同
年
11
月
よ
り

治
徳
会
湯
野
温
泉
病
院
へ
勤
務

し
て
５
年
に
な
り
ま
す
。
車
で

片
道
30
分
か
け
て
毎
日
通
勤
し

入
院
患
者
さ
ん
の
診
療
に
従
事

し
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
１

日
６
千
～
７
千
歩
、
月
に
１
回

の
医
師
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
は

参
加
し
、
脂
肪
肝
、
慢
性
肝
障

害
の
た
め
２
年
前
か
ら
毎
日
の

晩
酌
を
中
止
し
て
か
ら
肝
機
能

は
正
常
化
し
て
い
る
。
今
の
と

こ
ろ
元
気
に
し
て
い
る
。

篠
山
哲
郎

現
在
も
宇
部
西
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
院
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
、
吉
岡
君
が
辞
め

ら
れ
た
の
で
一
人
淋
し
く
や
っ

て
い
ま
す
。
体
は
今
の
と
こ
ろ

元
気
で
す
。

左
利
厚
生

非
常
勤
講
師
で
、 後
期
だ
け
、

宇
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
大
学
心
理

学
科
で
﹁
脳
科
学
﹂
の
講
義
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
知

っ
た
麻
酔
科
の
後
輩
か
ら
﹁
失

礼
な
が
ら
、
そ
の
お
歳
で
﹂
の

メ
イ
ル
が
来
ま
し
た
。
こ
の
メ

イ
ル
、
大
変
気
に
い
り
、
あ
ち

こ
ち
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
う
で
す
、
も
う
そ
の
お
歳

で
、
84
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
６
月
に
ふ
ら
ん
だ
会
︵
宇
部

興
産
中
央
病
院
ゴ
ル
フ
大
会
︶

で
西
コ
ー
ス
を
83
で
回
り
、A
ge

shootを
達
成
、 A
ge shooterに

な
り
ま
し
た
。
お
祝
い
に
、
ふ

ら
ん
だ
会
よ
り
Scotty Cam
eron

の
パ
タ
ー
！
を
頂
き
ま
し
た
。

次
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
プ
、
シ
ン

グ
ル
を
目
指
し
ま
す
。

末
富
一
臣
・
淑
子

医
療
の
現
場
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
久
し
い
。
今
は
老
夫
婦
と
ネ

コ
一
匹
で
静
か
に
暮
ら
し
て
い

る
。

多
嘉
良
稔

３
年
前
よ
り
、
神
戸
市
内
の

老
人
ホ
ー
ム
に
週
５
日
常
勤
。

所
が
翌
年
の
職
場
検
診
で
高
尿

酸
血
症
︵
U
A
 8.5m
g/dl︶
と

慢
性
腎
不
全
 ︵Cr. 1.13 m
g/dl︶

が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
未
病

の
た
め
薬
物
療
は
せ
ず
、
運
動

︵
散
歩
６
０
０
０
歩
、
ス
ロ
ト

レ
２
回
／
Ｗ
︶ に
食
事
療
法
 ︵鶏

肉
２
日
／
Ｗ
、
魚
５
日
／
Ｗ
、

豆
腐
・
納
豆
︵
ほ
ぼ
毎
日
︶
、

野
菜
、
野
菜
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー

プ
３
０
０
㎖
／
毎
朝
、
節
酒
︶

を
施
行
し
た
。

１
年
後
の
検
診
で
U
A
 7.2

m
g/dl、
Cr 1.05 m
g/dl で
し

た
。
目
下
、
上
記
療
法
で
改
善

中
、
元
気
で
あ
る
。

年
光
昌
宏

毎
日
、
24
時
間
が
自
分
の
自

由
時
間
で
あ
る
。
だ
が
、
加
齢

に
よ
る
体
力
、
気
力
、
の
衰
え

は
避
け
難
く
目
新
し
い
事
も
せ

ず
無
駄
に
過
ご
し
て
い
る
。
右

目
の
視
力
障
害
︵
加
齢
黄
斑
変

性
、
緑
内
障
︶
あ
り
、
今
年

︵
84
歳
︶
の
自
動
車
運
転
免
許

証
更
新
を
機
に
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
︵
小
型
船
舶
操
縦
免

許
は
数
年
前
に
失
効
︶
。

行
動
範
囲
が
狭
く
な
り
、
ゴ

ル
フ
の
回
数
が
激
減
、
夢
見
て

い
た
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
は
彼
方

へ
。８

月
、
帯
状
疱
疹
が
右
下
肢

に
出
て
１
カ
月
経
過
、
幸
い
神

経
痛
な
ど
の
後
遺
症
も
残
ら
ず

治
癒
。

人
生
、
い
つ
ど
ん
な
目
に
あ

う
の
か
先
の
事
は
わ
か
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
残
さ
れ
た
人
生
を
ゆ

っ
く
り
楽
し
く
過
ご
し
た
い
。

西
村
新
吉

並
み
の
高
齢
者
の
日
常
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
に
特

記
す
べ
き
事
項
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

早
川
宏

変
わ
り
な
く
元
気
に
し
て
い

ま
す
が
、
年
齢
に
よ
る
衰
え
は

十
分
に
感
じ
て
い
ま
す
。
ゴ
ル

フ
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
出
来
る

だ
け
歩
く
よ
う
に
心
掛
け
、
ま

た
週
２
回
︵
午
前
中
︶
働
い
て

い
ま
す
︵
ボ
ケ
防
止
を
兼
ね

て
︶
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た

ら
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

林
征
雄

毎
日
老
人
学
校
に
通
っ
て
い

ま
す
。
皆
様
と
会
え
る
こ
と
が

楽
し
み
で
す
。

藤
井
康
宏

脚
力
も
、
気
力
も
低
下
し
て

き
ま
し
た
が
、
特
に
大
病
も
せ

ず
、
庭
の
手
入
れ
や
散
歩
に
精

を
出
し
、
近
所
の
高
齢
者
と
散

歩
仲
間
に
な
り
、
話
し
相
手
に

な
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

堀
田
尚

４
年
前
、
若
林
君
と
務
め
て

い
た
病
院
を
退
職
し
、
自
由
な

身
と
な
っ
た
。
国
内
名
勝
地
巡

り
の
夢
は
厄
介
な
コ
ロ
ナ
感
染

流
行
で
も
ろ
く
も
崩
れ
た
。

自
粛
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
内
に
、
難
聴
が
進
行
。
運
動

不
足
に
よ
り
脚
力
低
下
を
来

し
、
小
金
丸
君
か
ら
の
コ
ン
ペ

の
誘
い
を
受
け
な
が
ら
、
芝
刈

り
も
遠
の
い
て
し
ま
っ
た
。

牧
坂
泰
治

開
業
し
て
40
年
経
過
し
ま
し

た
。
ま
だ
ど
う
に
か
元
気
で
す

が
、
気
力
、
体
力
の
低
下
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で

近
々
息
子
夫
婦
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
を
し
て
春
に
は
引
退
致
し
ま

す
。

溝
部
洋
之

庭
の
大
木
と
狭
い
畑
の
雑
草

に
苦
戦
の
休
み
の
な
い
毎
日
で

す
。
都
会
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住

め
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。
読
書
の
秋
に
な
っ

第299号（15）令和５年１月 霜仁会会報



た
が
、
何
時
に
な
っ
た
ら
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
積
み
重
ね
る
本
を

読
め
る
日
が
く
る
の
で
し
ょ
う

か
。
忙
し
い
毎
日
が
急
ぎ
足
で

過
ぎ
去
る
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
山
に
登
り
た
い
が
…

宮
本
武

医
業
を
止
め
て
10
年
に
な
り
、

何
と
か
ぼ
ち
ぼ
ち
や
っ
て
お
り

ま
す
。
１
日
５
０
０
０
歩
の
散

歩
で
体
調
を
整
え
て
い
ま
す
。

吉
岡
嘉
明

仕
事
を
辞
め
て
２
年
が
す
ぎ

ま
し
た
。
去
年
は
手
術
入
院
を

経
験
し
患
者
と
し
て
不
安
や
苦

痛
を
体
験
し
自
分
は
十
分
に
患

者
の
立
場
を
理
解
し
そ
れ
に
対

応
で
き
た
だ
ろ
う
か
と
、
反
省

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
し
き
り
で
し

た
。
来
世
も
医
師
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
患
者
や
家
族
の
不

安
を
や
わ
ら
げ
、
患
者
の
希
望

に
こ
た
え
ら
れ
る
医
師
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

近
況
報
告
の
案
内
を
だ
し
て

し
ば
ら
く
し
て
河
野
清
君
の
訃

報
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
み
し
さ

と
悲
し
み
を
深
く
し
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

２
組
の
御
夫
婦
に
は
一
通
の

葉
書
で
案
内
を
し
ま
し
た
か

ら
、
29
通
案
内
を
出
し
20
名
か

ら
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

近
況
報
告
か
ら
受
け
る
文
面

の
印
象
は
か
つ
て
教
室
で
に
ぎ

や
か
に
過
ご
し
た
頃
の
面
々
と

ま
っ
た
く
変
わ
ら
ず
、
な
る
ほ

ど
納
得
し
な
が
ら
タ
イ
プ
し
ま

し
た
。  ﹁
三
つ
子
の
魂
80
ま
で
﹂

で
す
。

文
末
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
近
況
報
告
を
掲
載
す
る
機
会

を
下
さ
い
ま
し
た
霜
仁
会
報
の

皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

︵
左
利
厚
生
︶

令
和
４
︵
２
０
２
２
︶
年
９

月
17
日
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た

め
当
初
の
予
定
か
ら
２
年
間
延

期
し
て
お
り
ま
し
た
五
七
会
を

世
界
遺
産
・
日
光
東
照
宮
至
近

の
﹁
ホ
テ
ル
日
光
千
姫
物
語
﹂

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
は
依
然
と
し
て
猛
威

を
振
る
い
、
立
場
上
参
加
不
可

能
と
い
う
方
が
い
る
う
え
、
当

日
猛
烈
な
台
風
14
号
の
九
州
接

近
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
当
初

予
定
よ
り
大
幅
に
人
数
が
減
り

13
名
の
同
級
生
と
同
伴
の
夫
人

を
合
わ
せ
18
名
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。
広
い
会
場
で
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し

な
が
ら
十
分
な
感
染
対
策
の
上

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
前
回
の
開
催
か
ら
５

年
、
卒
後
40
年
の
節
目
と
な
り

感
慨
深
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
、
勤
務
医
の
多
く
は
定

年
の
年
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に

齢
を
重
ね
た
顔
を
見
な
が
ら
も

次
第
に
学
生
時
代
を
思
い
出

し
、
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。
次
回
の
開
催
は
２
年
後
、

京
都
で
の
再
会
を
約
し
て
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、
一
部
参
加
者
は
近

く
の
日
光
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
ゴ
ル
フ
に
興
じ
、
他
の
皆
さ

ん
に
は
日
光
観
光
を
満
喫
し
て

い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
台
風
接
近
の
影
響
で
急
ぎ

帰
宅
の
途
に
つ
か
れ
た
よ
う
で

す
。
皆
さ
ん
無
事
に
帰
宅
さ

れ
、
感
染
者
の
情
報
も
な
い
こ

と
、
何
よ
り
同
窓
生
と
の
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
こ

と
、
幹
事
と
し
て
一
安
心
し
て

お
り
ま
す
。

︵
渡
邊
洋
伸
︶
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ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
が
日
常
と
な

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
生

活
様
式
の
変
化
を
実
感
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
は
便
利
で
す
が
、

対
面
ほ
ど
の
共
感
は
難
し
く
、

医
学
祭
が
従
来
の
ス
タ
イ
ル
で

開
催
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い

限
り
で
す
。

︵
田
尾
 
健
︶

長
尾
健
太
先
生
︵
平
16
年
卒
︶

令
和
３
年
２
月
21
日
逝
去

三
国
和
雄
先
生
︵
昭
26
年
卒
︶

令
和
４
年
１
月
15
日
逝
去

美
崎
幸
平
先
生
︵
昭
54
年
卒
︶

令
和
４
年
８
月
25
日
逝
去

井
上
健
治
先
生
︵
昭
46
年
卒
︶

令
和
４
年
８
月
31
日
逝
去

河
野
 
清
先
生
︵
昭
40
年
卒
︶

令
和
４
年
９
月
13
日
逝
去

柴
田
大
明
先
生
︵
２
号
会
員
︶

令
和
４
年
９
月
19
日
逝
去

西
原
建
二
先
生
︵
昭
44
年
卒
︶

令
和
４
年
９
月
22
日
逝
去

万
波
 
誠
先
生
︵
昭
44
年
卒
︶

令
和
４
年
10
月
14
日
逝
去

松
下
端
夫
先
生
︵
昭
42
年
卒
︶

令
和
４
年
11
月
21
日
逝
去

田
村
勝
司
先
生
︵
昭
32
年
卒
︶

令
和
４
年
11
月
24
日
逝
去

幸
田
正
道
先
生
︵
平
４
年
卒
︶

令
和
４
年
11
月
29
日
逝
去

中
川
晴
夫
先
生
︵
昭
39
年
卒
︶

令
和
４
年
12
月
３
 日
逝
去

編
集
後
記

五

七

会
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